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  ※津田大介が7月30日から2週間ほど入院する関係で、「140字で答えるQ&A」への質問募集を一時停止いたします。募集再開は8月13日からとさせていただきます。


  今週のニュースピックアップ Expanded

  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。「Expanded」では、話題のトピックの背景をよく知るキーパーソンに津田大介がインタビューします。〔毎号配信〕


  毎日新聞の朝刊に7月12日、生活保護問題をめぐる意見広告が載りました。これは5月28日設立の「シビルアクションジャパン」という団体によって出稿されたものです。彼らはツイッターなどのソーシャルメディアを通じ、不特定多数のユーザーから寄付を募る「クラウドファンディング」と呼ばれる手法で数千万円ともされるその広告費を集めたといいます。シビルアクションジャパンの主宰者で「右から考える脱原発ネットワーク」などの反原発運動にもかかわっている@noiehoieさんは、なぜ新聞に意見広告を出そうと決意したのか、そして、一連の活動を通じて何を感じたのか。詳しくお話を伺っていきます。

  


  ◆無名の一個人がなぜ全国紙に意見広告を出せたのか―― ツイッターユーザー@noiehoieの語る「動員の革命」論

  



  津田：この7月12日、毎日新聞の朝刊に15段の広告が載りました。[*1] 「制度を改正するために個人を攻撃する必要はありません」。これは「シビルアクションジャパン」[*2] という団体によって出稿された意見広告で、この4月から世間を賑わせていた生活保護問題を受けたものです。これだけの新聞広告を打つには通常、数千万円が必要とも言われます。しかし、シビルアクションジャパンは、「@noiehoie」と名乗るツイッターユーザーが5月28日に立ち上げた団体です。つまり、彼らが広告を掲載するまで、わずか1カ月半ほどしかかからなかったことになります。そんな短期間の間に莫大な額の広告資金をどのようにして集めたのか。それはツイッターなどのソーシャルメディアを通じ、不特定多数のユーザーから寄付を募る「クラウドファンディング」と呼ばれる手法でした。これはまさに『動員の革命』が具現化したもののひとつといえるのかもしれません。シビルアクションジャパン主宰で「右から考える脱原発ネットワーク」[*3] などの反原発運動にもかかわっている@noiehoieさんは、なぜ新聞に意見広告を出そうと決意したのか、そして、一連の活動を通じて何を感じたのか――今日はご本人をお招きし、詳しいお話を伺っていきます。@noiehoie さん、よろしくお願いします。


  @noiehoie：よろしくお願いします。


  津田：まず、シビルアクションジャパンが意見広告を出すきっかけとなった生活保護をめぐる問題をざっと振り返っておきましょうか。この4月、女性誌「週刊女性セブン」で、人気お笑いコンビAの母親が生活保護を不正受給しているらしいと報じられました。[*4] 名前が伏せられているその芸人は、いったい誰か――ネット上では犯人探しが始まり、「日刊サイゾー」をはじめとするメディアは、「次長課長」の河本準一さんこそが本人だと報じます。[*5] 年に3000万円から5000万円を稼ぐともされる河本さんに、母親が扶養できないわけがない。やはり不正受給だろう――各種メディアはこの問題を追及し、ツイッターでも批判が相次いだものの、河本さん本人からの釈明はありませんでした。これを受け、かねてより生活保護法 [*6] の改正を訴えていた自民党の片山さつき議員は5月2日、厚労省の担当課長に実態調査を依頼し、自身のブログに「河本準一氏の『年収5千万円、母親生活保護不正受給疑惑』について、厚労省の担当課長に調査を依頼しました」と題した記事をアップし、ツイッターでもその旨を報告します。[*7] 5月16日には、同じく自民党の世耕弘成議員も「本人の説明が必要」とブログで主張しました。[*8] こうした動きがきっかけとなり5月25日、河本さん本人による記者会見が開かれ、次のような釈明を行いました。[*9] 母親が生活保護の受給を始めた14〜15年前は、自身の年収が100万円を切っていて、とても面倒がみられる状態になかった。テレビに出るようになった5〜6年前からは、福祉事務所の担当者と相談してできるかぎりの額で援助を始めた。今年、2012年1月に入ってからは援助額を増やしたものの、3月か4月ごろに母親から生活保護を打ち切りたいという話があって、今は受給していない。生活保護の受給は福祉事務所と相談しながら決めたことであって、不正だったとは思っていないが、自分が高い収入を稼ぎ出してからも受給し続けていたのは認識が甘かった、今からきちんと返したい [*10] ――こう述べて謝罪しました。このあたりの流れを、@noiehoieさん自身はどうご覧になっていましたか？


  @noiehoie：そもそも河本さんがなぜ、ああいう謝罪会見を開かなければならなくなったのか。それは片山さつき議員が河本さん問題の実態調査を厚労省に依頼したことをブログやツイッターで明かし、彼を名指しで叩き続けたからですよね。現行の生活保護制度には、確かに不備があるかもしれません。しかし、それは芸能人であれ何であれ、誰か特定個人のプライバシーを暴いたところで立て直せるわけではないでしょう。


  津田：河本さんの母親が果たして本当に生活保護を不正受給しているかどうか定かではない段階で、片山議員はある種の河本さんバッシングを行っていたと。


  @noiehoie：はい。私個人は「不正受給」という観点からこの問題を語ることを否定する立場です。2010年度（平成22年度）の生活保護費は総額で3兆3000億円ほど。[*11] 産経新聞の調べによる同年度の不正受給額は128億7425万円。[*12] 不正受給率は1％にも満ちません。もちろん、これは露見している不正受給が氷山の一角だからというのもあるでしょう。けれどこの経済状況の中、「不正受給者が出ないように、締め付けを厳しくしないと」と考えるのがそもそも本末転倒でおかしい話ですよね。


  津田：片山議員は、在日外国人が生活保護費を不正受給しているとして、以前から各種メディアで糾弾していますよね。それについてはどう思われますか？[*13]


  @noiehoie：僕は根本的に右翼なんですよ。だから、旧宗主国の人間として、終戦を迎えた1945年8月15日以降、旧植民地出身者を旧宗主国としての総括と責任を放棄して見捨ててしまったという原罪意識があるんですよね。特に1950年の朝鮮戦争の後には、彼らをビジネスの対象としか見なくなってしまいました。そして、僕たちは在日外国人の方々を捨てるわけにはいかず、かといって内包する度量も余裕もなかった――。旧植民地からの在日外国人の方々に与えられた特殊な法的ステータスは「在日特権」と呼ばれたりします。でも本当はそんな特権、存在しないんですよ。その方々は、社会制度のゆがみにずっと苦しんできていて、戦争が終わって70年近く経っても、無保険、無年金で社会に放り出されているわけですよね。そういう方々が社会保障の最後の砦である生活保護に頼るのは当然の話で、生活保護受給者全体に占める割合がほかの社会集団より上がっていっても、不思議でもなんでもありません。それが右翼として私が持っている生活保護への見方です。


  津田：片山議員は5月25日の河本さん謝罪会見後、彼を否定するようなツイートをしきりにリツイートしていました。[*14] あの時、@noiehoieさんは、わりと過激な言葉で片山批判をしていましたよね。「みんなで、今日の景色はよーく覚えておこう。片山さつき　.@katayama_s というひとりの下卑た政治家の功名心からくるいいがかりのせいで、ひとりの青年が、いわれなき話で、社会的な公開処刑に処せられた日です。　こういう『黒い情熱』を許してはいけません。糾弾されるべきは、片山だ！」と。[*15]


  @noiehoie：しました、しました。それはもう、許せませんでした。多分、片山議員は次の選挙を睨み、ネットユーザーを味方につけたかったんでしょう。だけどそれは戦略としたっておかしいし、やり方としても美しくありません。腹が立ちましたね。


  津田：片山議員に対するネットの反応はどう見ていましたか？


  @noiehoie：私はあの時、ツイッターと2ちゃんねるの流れを二晩三晩、追っかけていたんですね。すると、片山議員の支持派と否定派できれいに二つに分かれたように見えました。ツイッターアイコンに日の丸をつけているような「ネトウヨ」と呼ばれる人たちは彼女の行動を是とし、左っぽい人たちは彼女を非とする――「いつもと同じでつまらないなあ」と思っていたんですよね。ただ、しばらくすると、その中に地道かつ沈着に話し合っている人たちがいることに気づいたんです。「そもそも片山議員が河本さんを吊るし上げるこのやり方はないんじゃないの？」「数字から言うとこうなのに、『不正受給だ』と騒ぐのはおかしいよね」――左右どちらとも言えないノンポリの人たちが、片山議員の行動の是非を論じる前に、方法論としておかしいんじゃないかと議論している。はやりの言葉で言うと「熟議」ですよね。「すごいな、こんなの見たことねえよ」と思いました。私はその熟議の過程を参加するともなく見ていて、ふと気づいたんです。「そうか、生活保護の問題って、われわれが今突き付けられている『生きぐるしさ』の根本に関係がある話なんだ」って。そして「ここで俺も声を上げないといけない、やってやろう」と腹が据わったんです。


  津田：ただ市民側から「声を上げる」「異議申し立てをする」といっても、いろいろなやり方が考えられますよね。あえて既存メディア――その中でもより伝統・保守的なメディアである新聞へ意見広告を出すという手法を取った理由はどこにあるんでしょう。


  @noiehoie：最初は「片山さつき、おかしいぞデモ」をやろうかなと思ったんですよ。だけど、今ネットで「熟議」している方々は、デモには来ないだろうなと。私自身も今でこそ反原発デモにかかわったりしているけれど、昔は二の足を踏んでいましたから。津田さんは『動員の革命』（中公新書ラクレ）[*16] という本の中で、国際ジャーナリストのモーリー・ロバートソンさんとデモをめぐって対談しているじゃないですか。実は、あそこでモーリーさんは、デモが日本に根付かない理由を、われわれデモに参加している側が一番言われたくないかたちできれいに言語化しています。「日本のデモにはスタイリッシュさがない」「目的のために呉越同舟ができない」と。――で、熟議を重ねている人たちにとって「とりあえず外に出て、声を上げようよ」という言説とモーリーさんの言説では、後者のほうが絶対に説得力を持つだろうなと思ったんです。彼らに参加してもらえる運動があるとしたら、家から出なくてもいいものだろう、と。その時に思いついたのが「町内会」なんです。私は町内会活動をやっているんですね。そこではおじちゃん、おばちゃんたちが飲みながら、「片山さつきのやっていることはゲスいよね」と話し合っている。そこで行われている議論は、僕がネットで目撃した熟議と本質的には変わりません。それで「ネットと町内会がつながったら面白いんじゃないか」と考えたんですよ。でも、おじちゃん、おばちゃんたちは最近ようやく携帯メールを覚えたくらいで、Facebookもツイッターもやりません。だとしたら、両方をつなぐメディアは新聞しかない。それでお金を集めて全国紙に意見広告を出そうかなと、2日ほど考えてそういう結論になりましたね。


  津田：なるほど。ただ、全国紙に意見広告を出すとしたら、その広告費は当然、個人で賄える金額じゃないですよね。だから不特定多数のユーザーから寄付を集めるクラウドファンディング的な手法に行き着いた。とはいえ、それがうまくいくかどうかはわからない。@noiehoieさんはそれで5月27日に試金石として例のツイートを投げたんですね。「金さえあったら、新聞に、『片山先生、貴方は間違っています』『河本さんは悪くない』『健康で文化的な最低限の生活とはなんだろう』『制度改正のために、個人を批判する必要はありません』という、意見広告出したろうかなと思う。賛同者いる？」と。[*17]


  @noiehoie：はい。そこは瀬踏みをしたんです。「これが1日で30リツイートいかなければ絶対に失敗する、諦めよう」と思ってね。幸いその30リツイートは、15分ですぐ突破したので、これは絶対いけるなと確信しました。


  津田：これからの社会運動には数値目標が必要である、と。


  @noiehoie：そうですそうです。数値目標は絶対必要。 しかも、そのつぶやきをリツイートしているメンツを見てみたら、左右の陣営がきれいに揃っているんですよ。私は反原発運動をやっているから、やや左寄りの反原発派が多かったけれど、それを除けば、ほとんど偏りがない。で、それぞれのユーザーのタイムラインを追いかけて、揶揄（やゆ）のリツイートなのか、賛同のリツイートなのかを確認していきました。そうしたら、みんな賛同しているという確証が得られたんですね。「これはいけるな」と思って次の日、寄付金を振り込んでもらう口座を作りに行きました。


  津田：とはいうものの、@noiehoieさんが最初に掲げた目標金額が高かったじゃないですか。確か5000万円でしたっけ？[*18]


  @noiehoie：そうですね。「5000万円」というのは、読売新聞のウェブサイトで広告料金のシミュレーションを行った結果、出てきた値段なんです。僕はサラリーマンなので、実際は定価よりもだいぶ安いだろうなとか、そのあたりの相場感はだいたいわかります。ただし、「定価の金額を集める」と言わないかぎり、メーカー側は――新聞社をあえて「メーカー」って言っちゃいますけど――交渉に乗ってこないだろうなと思ったので、ずっと「5000万円」と言い続けていましたね。


  津田：最初の段階で「5000万円集められる」という自信はありました？


  @noiehoie：5000万円は最初から無理だと思っていましたよ。けど、「15段広告を出せないはずはない」という根拠のない自信はありました。新聞社のディスカウント割合も、新聞広告の相場も具体的に知らないけれど、サラリーマン的コモンセンスで考えると、だいたい1本――1000万円行くか行かないかくらいのところで、話は落ち着くだろうなと思いました。


  津田：最終的にはいくらで落ち着いたんですか？


  @noiehoie：言えないんですよね。今回広告を出した毎日新聞、そして広告代理店と守秘義務があって、「最終金額を表に出すな」と言われているんです。サラリーマンの常識からしても、そりゃそうだろうと。メーカーが定価を割っているんですからね。私が逆の立場で、客に値段を公表されてしまったらブチ切れますもん。これがたとえば「読売・朝日・毎日の3紙に広告を出しました、その合計がこの金額です」というんだったら問題ないんでしょうけど、今回は1紙にしか出していないから、広告費を公表すると、「あ、毎日新聞にこの金額を払ったんだ」ってわかっちゃう。だからお金を出してくれた人に対しても、いわゆる「きれいな会計報告」ができなくて、そこが悩みどころではあるんですよ。これについては、ネットでの評判がきれいに分かれているんですよね。面白いのは、私のことが大嫌いで、事あるごとにツイッターで突っかかってくる某自営業の社長が「そりゃ言えんよな」とその点だけは理解してくれるという（笑）。


  津田：ははは（笑）。募金そのものは、意外とすぐに集まっていましたよね。シビルアクションジャパンのブログ [*19] で公開していた通帳の画像を見たら、確か2日目でいきなり60万、70万くらいになっていたかと。最終的にはどれくらいの募金件数になったんですか？


  @noiehoie：動員数は、ジャスト1か月で1431件です。最初のスタートダッシュはすごかったですよね。いきなりドドッと来て、びっくりしました。[*20]


  津田：広告のデザイン費などの経費もこの募金から出ているのでしょうか？


  @noiehoie：いいえ。広告のデザインは、まったく面識のなかったデザイナーさんがツイッターで「私にやらせてください」と名乗り出てくれて、タダで3案作ってくれました。ほかの経費はすべて私持ちです。


  津田：広告はもともと、読売新聞に載せるつもりだったんですよね。それが最終的に毎日新聞になった理由はなぜなのでしょう？


  @noiehoie：読売、朝日とも交渉しました。しかし交渉にならなかったんですよね。要は先方が嫌だったんだろうなと 。今、中日新聞が有識者団体による意見広告の掲載を拒否して問題になっているところで、その動きも横目でにらみつつの活動でしたね。[*21] まあ、読売がダメ、朝日がダメ。最終的にきちんと話を聞いてくれたのは、毎日新聞だけでした。僕は意見広告に名前を出す時、「のいえほいえ」という名前にしたんですよ。なぜ実名で意見広告を出さないか――そこを理解してくれたのも、毎日新聞だけでしたね。


  津田：シビルアクションジャパンという運動を考えるうえで、ここは重要なポイントです。なぜ@noiehoieさんは実名ではなく、ハンドルネームにこだわっているんでしょうか？ 実際、「こういう活動をするなら正々堂々と実名を出せ」という意見もたくさん来ていますよね。


  @noiehoie：私は、今の日本には、声を上げたいのに上げられない人たちがものを言える回路を絶対残しておかなきゃいけないと思っているんです。普通にサラリーマンをしていたり、自営業をやっていたりする人にとって、「実名で発言する」というのは、結構大きい壁なんですよ。「生活があるから」という理由で実名ではものが言いにくい雰囲気が、日本人にはあるじゃないですか。これは裏返せば、「名前を隠してだったら、ものが言いやすい」ということでしょう。「ハンドルネームで発言する」という日本のネット文化はダメだと常々言われるけれど、それによってふつうのサラリーマンでも自由にものが言えるようになるのだとしたら、そこはむしろ、いいところなんじゃないかという思いが自分にはあります。それで「新聞に意見を出す時だって、名前は隠していいんだよ」という実績を作りたかったんですよね。だから意地でも絶対名前を出すかと思っていました。ツイッターでも「実名出せよ、卑怯者」って言ってくるアカウントが多かったけれど、その中には誰一人として実名と思しき人がいなかったんですよ。「これは実名だ」と言い張っている人も中にはいました。でも、多分違うだろうなと。だから取り合う必要はないと思ったんです。


  津田：新聞社との交渉は実名で行ったんですか？


  @noiehoie：新聞社にも広告代理店にも、実名の名刺を切っています。相対で議論する時も、実名で話し合いました。ただ、毎日新聞の広告申込書に「のいえほいえ」と書いて出した時には、「ふざけないでくださいよ」と言われましたね。「これは私のペンネームです。精神科医でエッセイストの『なだいなだ』だって本名を知ってる人なんていないでしょ？ 僕だって『のいえほいえ』で通るんです」と主張しましたけど。毎日新聞とは、ずっとそういう話ばかりしていましたね。


  津田：そうして意見広告を出稿したと。5月27日から実質1カ月半の間、誹謗・中傷・揶揄・嫌がらせと、大変だったのではないですか？


  @noiehoie：悪口はたくさん書かれたけれど、あれはむしろ活力でした。ツイッターで私を罵倒した相手の過去ログを見たら、「朝鮮人氏ね」と書かれていたりして、「よかった、こういう人に馬鹿にされて」と、そういう安心材料でしかなかったですね。ただ、変なことがたくさんあったのは事実なので、それは正直、怖かったです。


  津田：どんなことがあったんですか？


  @noiehoie：広告掲載の2週間くらい前、ツイッターで「掲載が決まった」と書いてから、[*22] 不思議なことが一気に増えてきました。まず片山先生ご本人が「募金を集めているエセ保守の団体は、愚連隊の関東連合とつながりがある」とか訳のわからないことを言っている動画がYouTubeにアップされました。[*23] それから、携帯の番号を公開しているわけではないのに、知らない人から突然電話がかかってきて、「がんばれよ」とだけ言われて切られたり、無言電話がかかってきたり。会社のメールアドレス宛に、一見して捨てアドとわかるGmailのアドレスから何にも書かれていない空メールが届いたりもしました。あれはちょっと気持ち悪かったですよね。ネットで騒いでいる人たちがそういうことをやるかというと、暇はあっても、その能力はないでしょう。おそらく、違う筋だと思います。意見広告の最終稿を入れる3、4日前には、気持ちの悪いことが立て続けに起こりました。それで、かみさんと子どもを実家に帰し、俺一人でホテルを転々として――入稿した後は載るのを待つだけですから、そこからは落ち着いていましたけれども、そんなことを怖がっている自分も、すごく嫌でしたね。


  津田：今回の意見広告は、市民が自分たちの力で声を上げるメディア――いわば「パブリックメディア」実践の試みとしてすごく貴重だと思います。ご自身ではこれをどう評価していますか？


  @noiehoie：そうですね。無名の人間が呼びかけて新聞に意見広告を出した例として、2003年の「イラク攻撃に反対する意見広告の会」[*24] みたいなものが今までにもあるっちゃあるけれど、実は背後に賛同団体が複数ついていたりしたんですよ。シビルアクションジャパンのように、無名の個人が活動して意見広告を出したというのは、ほぼ前例がない話です。しかも、意見広告に掲載するのはハンドルネームでも、SkypeInの電話番号でもいいという実例を作ったわけです。だから、みんなどんどんやっていけば面白いんじゃないかと思うんですよね。新聞社から「それじゃ無理ですよ」と拒否されても、「シビルアクションジャパンが以前やってるじゃないですか」と言えるだろうし。


  津田：今回の意見広告に対するメディアの反応はどうでしょう？


  @noiehoie：「週刊朝日」やTBSのニュース番組『NEWS23』[*25] みたいなマスメディアからは取材を受けたけれど、ぶっちゃけ、もっと依頼がくるんじゃないかと思っていました。先ほどもお話ししたとおり、前例がほとんどありませんからね。だからこの意見広告が、マスメディアを通じて話題になって、どんどん拡散していくだろうと勝手に思っていたところがあります。それは甘かったですね。


  津田：僕が見ていて思ったのは、メディア関係者には@noiehoieさんが果たして何者か、十分に伝わらなかったんじゃないかということなんです。「こういうバックグラウンドを持った奴が、こういう思想で、こういうことをやっている」――それがわかれば、ある程度安心して取材を申し込むことができます。でも今回の場合、シビルアクションジャパンのウェブサイトを見ても、今ひとつわからない。@noiehoieさんのツイッターを見れば輪郭が見えてくるけれども、ずっとタイムラインを追い続けるわけにもいかない。正体がよくわからない人間の活動を取り上げるとなれば、メディア側はリスクを伴うわけですから当然、二の足を踏みますよね。でも、このインタビューを通じて@noiehoieさんの考えはひとまず明らかになったわけじゃないですか。それに加えて、「メディアからの取材に際しては、名刺を配って所属と実名を明らかにします」と約束して信頼を担保すれば、これからは取材依頼も増えてくるんじゃないかと思いますよ。


  @noiehoie：そうですね。考えてみます。


  津田：ところで、意見広告を見た一般の人からは、何か反応がありましたか？


  @noiehoie：事務所の電話番号と住所を載せたら、何件か連絡がありましたね。公開したSkypeInの番号には、留守電でメッセージが残っていました。声から判断すると、80代、90代くらいの高齢の方。「心打たれました。ありがとうございました」と言っていただけて、すごくうれしかったです。あとは「あんなチョンコ死ねばいいのよ」という非難のメッセージも1件――声から考えると、40代くらいの女性でしょうね。お礼状も届いたんですよ。[*26] さっき「町内会のおじちゃん、おばちゃんとネットをつなげたい」という話をしたじゃないですか。今回シビルアクションジャパンは、ネットを通じて集めたお金で意見広告を出しました。この64歳の女性は、それに対して何か言いたくて、はがきでリプライを返してくれたんですよ。この反応がきた時、「やってよかったなあ、狙いどおりいったな」と思いましたね。


  津田：ソーシャルメディアを使った異議申し立ての運動を、高齢者も含めた多くの人たちに届ける――シビルアクションジャパンは、そこをある程度、達成したのではないかと思います。一方で、かけたコストに対してその効果が見合うかといったら、厳しい評価かもしれませんが、実際は微妙ですよね。100万円ではなく1000万円前後の募金が集まっているわけですから。1千万円前後の募金があったんだったら、それを原資にほかの活動ができたかもしれない。そのあたりはどう考えていますか？


  @noiehoie：そうなんですよ。それこそファンドにしちゃって、面白いことをやっているNPOや市民団体に融資したりとかね。もちろん今回は意見広告をやろうと呼びかけてお金を集めたから、ほかの用途には使えない、それはあります。ただ私はやっぱり、「声を上げたり行動したりするのは怖くないよ、そんなに大きな勇気はいらないんだよ」とふつうの人にメッセージを送りたかったんですよね。それで意見広告を選んだというところがあります。


  津田：そうですね。「意見広告を出す」というのは、目的がすごく明確で、短期的に結果が出るじゃないですか。だからこそ、お金が集まったという部分がある。「ファンドを作ろう」っていうと目的がぼやけてしまうし、結果が出るまで数年かかるから、ここまでにはならなかったんじゃないかと思います。


  @noiehoie：うん、それはあるでしょうね。


  津田：個人的に気になっているのは、@noiehoieさんが今後、どうしていくのかっていうところなんです。今後もいちサラリーマンとして、名もなき市民が声を上げるための手伝いをしていくのか。それとも今回のようにお金や共感してくれる人たちを集め、社会を変えていく活動をメインにやっていくのか――政治家になる、NPOを作る、いろんなやり方がありますよね。今後どういう方向に進んでいくか、すでに考えていたりしますか？


  @noiehoie：う〜ん……そこはずっと考えているんだけど、答えが出ないというのが正直なところなんですよ。ふつうのサラリーマンという立場を堅持しつつ、自分と同じようなサラリーマンが声を上げるのを手伝うというポジションと、NPOの発起人やファンドのオーガナイザー、あるいは政治家というポジションを比べると、世の中一般から見て、後者のほうがおいしそう、楽しそうに見えるかもわかりません。でも今の私には「ふつうのサラリーマンという立場で、ふつうのサラリーマンが声を出す手伝いをする」というほうが、かっこよく見える気がするんですよ。それは世の中を直接的に変えていくことにつながらないかもしれない。けれど、私には「いちばん数が多いはずのふつうのサラリーマンがモノを言わない、それがこの国をダメにしている」という問題意識があるんですよね。


  津田：ただ、それが@noiehoieさんの信念になっているかというと、そうでもなく――いろんなオプションがある中で、揺れているんですよね。


  @noiehoie：はい、もちろん妻と子ども2人を食わせていかなきゃいけないっていうのもあるけれど、単純に揺れているんですよ。「どっちが生き方としてかっこいいのか」っていう価値判断って、なかなか下せないかなあ。


  津田：たとえば@noiehoieさんがやっている活動と仕事内容がリンクするような職場に転職するっていうのはどうですか？


  @noiehoie：それは確かに理想ですね。実際、前例も結構ありますし。ただ一つ、ツイッターで1日50ツイートしてしまうようなディープなネットユーザーたちの生活リズムから離れたくない、という思いもどこかにあります。


  津田：最後に超ベタな質問をひとつ。@noiehoieさんはシビルアクションジャパンや反原発運動を通じて、今、日本で「動員の革命」が起きていると感じますか？


  @noiehoie：起きてますよ。津田さんにゴマすってると思われたら嫌だけど、絶対に起きてます。この前、かみさんと子どもを連れて、新幹線で実家に帰ったんですね。その時、喫煙ルームにタバコを吸いにいこうとしたら、女性に「あの、@noiehoieさんですよね？ 官邸前でやっている反原発デモの演説をYouTubeで観ました」って声をかけられたんですよ。「おお！」と驚きました。あのデモの参加者がまだ千人行くか行かないかくらいだった5月ごろの話です。 デモの動員は少しずつ増えていったけれど、ジャーナリストの岩上安身さんがやっているネット報道メディア「IWJ」[*27] のUstチャンネルなんて、それこそ万単位の視聴者を獲得していきました。[*28]


  津田：UstreamやYouTubeとソーシャルメディアの組み合わせは、本質的に強いんですよね。


  @noiehoie：はい。デモについて言うと、参加者側に「見られてる感」が出てくるんですよ。芸能人やサラリーマンもそうだけれど、「人に見られてる」っていう緊張感は、洗練を生むんです。「自分たちと価値を共有する人間以外からも見られているんだ」という意識の芽生えはすごく大きい。金曜日の官邸前デモでも参加者同士が揉めてケンカする光景をたまに見かけます。「なんだよ、おまえ」「なんでそんなこと言うんだ」みたいにしてワーッと揉めていると、デモのスタッフが来て、「みなさん、Ustreamに映っていますよ」と告げるんです。すると、みんなスッと黙る。ふつうの人たちが緊張感を持って運動をやるようになりました。


  津田：超いいですね、それ。Ustが内輪揉めを止める「内ゲバリミッター装置」として機能していると。


  @noiehoie：はい、全部見られていますから。Ustだったら、録画だってできるから、あとで検証できるし。そういう意味では少なくとも質的な動員の革命は間違いなく起こっていると思いますよ。


  津田：NHKアナウンサーの堀潤さんは、最近よく「パブリック・アクセス」――市民が公共の電波を使い、自由に情報を発信できる権利の話をしているじゃないですか。[*29] それとほぼ同じ位置づけで市民が作るパブリックメディアができれば、動員の革命が現実の政治なり、行政なりに影響力を駆使できるようになっていくんじゃないかと思うんです。


  @noiehoie：アメリカには政治専門のケーブルチャンネル「C-SPAN」[*30] があります。日本でも1980年台あたりから「日本版C-SPANを作ろう」という声は上がっているけれど、できていない。でも今ならUstとソーシャルメディアを使って、資本がなくても市民の力でやれますしね。そういうメディアがあってしかるべきだと思います。たとえば次の総選挙で、市民によるパブリックメディアが各選挙区の候補者に一人ずつ特派員をつけてレポートしたら、めっちゃ面白いですよね。私は昔、いろんな人の選挙を手伝ったんですけど、候補者側には「見せてやってる」という意識はあっても、「見られている」という意識なんかまったくありません。彼らに「見られてる」という意識が生まれれば、だいぶ変わってくると思います。そういう方向に日本を動かしていくためにも、とりあえずみんながものを言いやすい環境を作る、そのための活動は引き続きやっていきたいです。


  津田：@noiehoieさんが今後、どういう活動を行っていくのか、今後を楽しみにしています。本日はどうもありがとうございました。


  



  [*1] http://civilactionjapan.org/wp-content/uploads/keisaishimen.pdf


  [*2] http://civilactionjapan.org/


  [*3] http://maruta.be/anntokyo1107/


  [*4] http://www.news-postseven.com/archives/20120413_101700.html


  [*5] http://www.excite.co.jp/News/entertainment_g/20120419/Cyzo_201204_post_10414.html?_p=2


  [*6] http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25HO144.html


  [*7] http://satsuki-katayama.livedoor.biz/archives/7033103.html


  [*8] http://blog.goo.ne.jp/newseko/e/7a2cd1198153446921c05c208040afab?fm=rss


  [*9] http://www.excite.co.jp/News/entertainment_g/20120525/Cyzo_201205_post_10662.html


  [*10] 河本氏は実際、6月20日までの間に数百万円と見られる生活保護費を返還している。

  http://www.nikkansports.com/entertainment/news/f-et-tp0-20120626-973329.html


  [*11] http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=53258


  [*12] http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/120609/crm12060908100003-n1.htm


  [*13] http://satsuki-katayama.livedoor.biz/archives/6921906.html


  [*14] http://togetter.com/li/310011


  [*15] https://twitter.com/noiehoie/status/205853070075244545


  [*16] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4121504151/tsudamag-22


  [*17] https://twitter.com/noiehoie/status/206654488021446657


  [*18] https://twitter.com/noiehoie/status/206732182230798336


  [*19] http://civilactionjapan.blogspot.jp/


  [*20] 募金の記録は最終的に通帳4冊分になった。津田が通帳の内容を取材当日確認し、以下のとおりツイートしている。

  https://twitter.com/tsuda/status/225249410420973568


  https://twitter.com/tsuda/status/225251130358243330


  https://twitter.com/tsuda/status/225252826132127744


  https://twitter.com/tsuda/status/225254353752174594


  [*21] 中日新聞社に意見広告掲載を拒否された「河村発言を支持し『南京』の真実を究明する国民運動」は7月11日、同社を提訴すると報じられた。この意見広告はその後、 8月3日付の産経新聞に掲載された。

  http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/120711/trl12071117290004-n1.htm


  http://ameblo.jp/nankinkokumin/entry-11319049259.html


  [*22] https://twitter.com/noiehoie/status/217958174559444992


  [*23] 以下の動画9分46秒あたりでシビルアクションジャパンを思わせるような活動に言及している。

  http://www.youtube.com/watch?v=F0pLfA9BQyw&feature=related


  [*24] http://www.yasudasetsuko.com/iraq/


  [*25] http://www.tbs.co.jp/news23/


  [*26] http://www.neo-logue.com/mailmag/mailmagcontents/vol41/letter.jpg


  [*27] http://iwj.co.jp/


  [*28] 岩上安身氏によると、IWJチャンネルの視聴者が初めて1万人超えしたのは、今年6月22日のことだという。

  https://twitter.com/iwakamiyasumi/status/216125570029850624


  [*29] http://biz-journal.jp/2012/08/post_478.html


  [*30] http://www.c-span.org/


  



  ▼@noiehoie（のいほい）


  1974年生まれ、奈良県出身。会社員。ごく普通の一般サラリーマンとして企業勤務を続けながら、ブログ・ツイッターなどで積極的な言論活動を行っている。反原発運動等、さまざまな政治分野で「ふつうのリーマンが発言できる世の中」をテーマに活動中。


  メディア／イベントプレイバック

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。



  今週の原発情報クリッピング〔7月23日〜7月29日〕

  


  ここ1週間で話題になった原発・放射線に関するニュースの中から、特に注目すべき、読んでおきたいニュースを、アシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が紹介します（※ニュースのリンクはリンク先の都合によりリンク切れになっていることがあります）。〔毎号配信〕

  


  ◆「被害者の視点、不十分」＝最終報告で畑村委員長−福島原発・政府事故調（時事通信／7月23日）


  http://www.jiji.com/jc/zc?k=201207/2012072300855


  ◆【政府事故調最終報告】保安院「炉心溶融」発信ミス 官邸関与も原因（産経新聞／7月23日）


  http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/120723/dst12072323140032-n1.htm


  ◆複合災害の視点欠如…政府事故調が最終報告発表（読売新聞／7月23日）


  http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20120723-OYT1T01157.htm


  ◆東電の安全文化にまだ問題＝政府原発事故調（ウォール・ストリート・ジャーナル／7月24日）


  http://jp.wsj.com/Japan/node_482891


  東京電力福島第一原発事故に関する政府の事故調査・検証委員会（畑村洋太郎委員長）は23日、448ページにおよぶ最終報告書を公表した。報告書では、過酷事故（シビアアクシデント）への対策が不十分であったことや、自然災害と原発事故の複合災害が起こりうるという視点が欠如していたことを指摘し、「炉心溶融のような過酷事故が起こりえないという安全神話にとらわれ、危険を現実のものと捉えられなくなっていた」と、政府と東電の対応を批判した。政府の情報発信のあり方については、枝野幸男官房長官（当時）らが「直ちに人体に影響はない」というわかりにくい表現を用いていたとして、「緊急時の広報として避けるべきだ」と指摘。経済産業省原子力安全・保安院が記者会見でいったんは「炉心溶融」という表現を用いたものの、首相官邸から発言内容について事前に報告するよう求められたことを機に、言及を避けるようになった点については、「関係者や住民の切羽詰まった情報ニーズを誤った方へ導く極めて不適切なもの」と保安院を批判した。また、東電が「想定外」と自己弁護を繰り返したことについては「根拠なき安全神話を前提に、あえて想定してこなかったから想定外だったにすぎない」とした上で、依然として想定外の状況に柔軟に対処する能力はないと批判した。


  畑村委員長は最終報告書を野田佳彦首相に提出した後、記者会見を開き、報告書が「被害者の視点で十分まとまっているかと言えば、そうではないと思う」と述べ、問題点が残っていることを認めた。


  参考サイト：


  東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会


  http://icanps.go.jp/


  第13回 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 生中継 - ニコニコ生放送（要会員登録）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv101053981


  



  ◆福島第一原発事故 双葉町が独自調査へ 4報告書に不満（毎日新聞／7月25日）


  http://mainichi.jp/feature/20110311/news/20120725ddm041040065000c.html


  7月24日、埼玉県加須市に役場機能ごと避難している福島県双葉町の井戸川克隆町長は、国会、政府、東電、民間の4つの東京電力福島第一原発事故調査報告書が出そろったことを受けて、町独自に事故を調査・検証し、報告書をまとめる意向を明らかにした。井戸川町長は、政府事故調の最終報告書について、「何万人もが避難し、事故はまだ現在進行形なのに、なぜ『最終』報告書なのか」と疑問を呈し、「なぜ、我々がこんな目に遭わなければならなかったのかを検証しなければ、双葉町の歴史は残らない。自分たちでやるのは当然のこと」と報告書をまとめる理由を説明した。井戸川町長によると、政府や東電の双葉町に対する対応、双葉町民の避難経緯などについて調査を行うという。


  ◆収束作業員を一斉調査 厚労省、鉛板カバー問題（共同通信／7月24日）


  http://www.47news.jp/47topics/e/232485.php


  ◆保安院、線量計の管理徹底指示＝東電はアンケート調査へ−鉛カバー問題・福島原発（時事通信／7月24）


  http://www.jiji.com/jc/zc?k=201207/2012072400934


  厚生労働省は7月24日、東京電力福島第一原発の収束作業で作業員の警報付き線量計（APD）に鉛カバーをつけていた問題で、同様の行為がほかに行われていないかを調べるため、作業に携わった作業員を調査する意向を明らかにした。調査の対象となるのは昨年11月から今年6月の間に収束作業に従事し、被ばく線量が月5ミリシーベルト以上の作業員。延べ4千人に上るとみられる。また、東電に対してはスクリーニング調査を指示し、作業員が身に着けていたAPDと、月ごとの積算線量を測定するガラスバッジと呼ばれる線量計の数値に15％以上の開きがあるケースや、作業ごとの計画被曝線量と比べて実際の被曝が著しく低いケースを抽出し、8月末までに報告するよう求めている。小宮山洋子厚労相は閣議後の記者会見で「労働者の被ばく管理の根本を揺るがす問題なので、さかのぼって実態調査することを決めた」と述べた。


  経済産業省原子力安全・保安院は24日、東電に対して、線量計などの管理徹底や、データの不正を防止するための対策を講じるよう指示。また、鉛カバーの装着が線量計の数値に与えた影響についても調査するよう指示した。東電は、同様の放射線量偽装がなかったかどうか、不正が発覚した業者以外にも、現場の責任者級の作業員数百人を対象にアンケート調査を実施する。


  参考サイト：


  ・東京電力株式会社福島第一原子力発電所における下請企業社員の警報付きポケット線量計（APD）不正使用疑いに対し報告を求めました - 経済産業省原子力安全・保安院


  http://www.meti.go.jp/press/2012/07/20120724004/20120724004.html


  ・東京電力福島第一原子力発電所での不適切な線量測定への対応について - 厚生労働省


  http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002fz98.html


  



  ◆原発下請け被曝、電力社員の4倍 より危険な業務に従事（朝日新聞／7月26日）


  http://www.asahi.com/national/update/0726/TKY201207250872.html


  ◆作業被ばくの総量16倍 福島第一原発事故1年で（共同通信／7月25日）


  http://www.47news.jp/CN/201207/CN2012072501001910.html


  東京電力は7月25日、東京電力福島第一原発事故が起きた昨年3月から今年2月末までの1年間に、福島第一原発の作業に従事した人の被曝線量の総量である「集団被曝線量」が、事故前の1年間に比べて約16倍に上ることを明らかにした。福島第一原発には高線量の場所が複数確認されており、廃炉に向けては作業員の被曝線量を抑えるため、ロボットを導入するなどの態勢整備が課題となる。


  また、電力会社各社が経済産業省原子力安全・保安院に毎年報告している原発作業員の被曝線量の分布から、福島第一、第二原発を除く国内すべての原発において、2010年度の電力会社社員と下請けの社外作業員の被曝線量に平均して約4倍の開きがあることが明らかになっている。全体の9割が社外作業員であるため、総被曝線量では約30倍の開きとなる。また、被曝線量の高い作業ほど社外作業員が占める割合が高く、危険な業務ほど「下請け任せ」にされている実態も浮き彫りとなっている。


  



  ◆経団連、原発比率政府案に「実現可能性に乏しく経済へ悪影響」（産経新聞／7月28日）


  http://www.sankeibiz.jp/business/news/120728/bsg1207280502002-n1.htm


  ◆将来の原発比率、結論を先送り 野田政権、9月以降に（朝日新聞／7月29日）


  http://www.asahi.com/politics/update/0729/TKY201207290127.html


  経団連は7月27日、政府が提案する2030年時点での総電力量に占める原発比率を0％（ゼロシナリオ）、15％（15シナリオ）、20〜25％（20〜25シナリオ）とする新たなエネルギー政策の3つの選択肢について、「いずれも実現可能性に乏しく経済への悪影響など問題が多い」として、再検討を求める意見書を公表した。経団連は、いずれのシナリオにおいても、政府が掲げる成長戦略と比べて経済成長率が低く見積もられていると指摘。また、省エネや再生可能エネルギーの導入についても、検証が不十分で実現可能性が不透明だとして、電力料金の上昇や雇用の減少、国際競争力の低下などの悪影響が出ると批判。「20〜25シナリオ」で示されたように、原子力をエネルギー源の一つとして維持しつつ、現実的な省エネや再生エネの導入見通しを立てるべきだとした。


  政府はこうした経済界からの反発や、脱原発を求める抗議活動の広がりを受け、慎重に議論する必要があるとして、8月末に予定していた新たなエネルギー政策の策定を先送りする方針を固めた。


  参考サイト：


  ・「エネルギー・環境に関する選択肢」に関する意見 - 一般社団法人 日本経済団体連合会


  http://www.keidanren.or.jp/policy/2012/057.html


  



  ◆原子力規制委:人事案「ベストの陣容」…細野原発事故相（毎日新聞／7月26日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120727k0000m010056000c.html


  ◆「原発反対派いない」 規制委人事に民主からも異論（東京新聞／7月28日）


  http://www.tokyo-np.co.jp/article/politics/news/CK2012072802000100.html


  政府は7月26日、新たに発足させる原子力規制委員会の人事案を国会に提示した。人事案では、原子力規制委の委員長に放射線物理を専門とする元原子力委員会委員長代理の田中俊一氏、委員に日本原子力研究開発機構原子力基礎工学研究部門副部門長の更田豊志氏、日本アイソトープ協会プロジェクトチーム主査で、核医学を専門とする中村佳代子氏、元国連事務次長で外交官の大島賢三氏、地震予知連絡会会長の島崎邦彦氏の4人が選ばれた。細野豪志原発事故担当相は記者会見で、「この5人がベストの陣容だ」と述べた。委員長に起用された田中氏については、原子力の専門家で東京電力第一原発事故後に「数いる専門家で最も深い反省をした人物」と評価。各委員の起用理由については、更田氏は、原子炉の専門家として緊急時に即断できる能力があること、中村氏は、福島第一原発事故後、放射線の健康相談に携わり、情報発信能力があること、大島氏については、国連大使時代の実績や広島で被爆体験があること、島崎氏は震災以前から政府の地震・津波対策の不備を指摘していたことを挙げた。


  7月27日、民主党の環境部門会議と原発事故収束対策プロジェクトチーム（PT）の合同会議が開かれ、この政府の原子力規制委人事案への批判が相次いだ。会議では、「反原発の立場を明確にしている人が（委員に）含まれておらず、バランスを欠いている」と批判する意見や、田中氏について「委員長として提示された田中氏は国の原子力政策に深く関わってきた人物で、国民の理解が得られない」と指摘する声が上がった。PT事務局長の川内博史衆院議員は「少なくとも委員長を差し替えないと認められない」と述べた。会議に出席した細野豪志環境相は「田中氏のように福島の除染ボランティアに携わってきた専門家はいない。福島に寄り添って判断した」と説明した上で、「反対派（の有識者）にも委員の候補として打診したものの、断られた人もいる。引き受けてくれる専門家を探すのは難しい」と述べ、理解を求めた。


  参考サイト：


  ・【原子力規制委員会人事案について】細野豪志 原発事故担当大臣 記者会見 生中継 - ニコニコ生放送（要会員登録）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv101741419


  ・【民主党】原発事故収束対策プロジェクトチーム第67回総会


  http://www.dpj-genpatsu-pt.com/pt67.html


  



  ◆拡散予測「信頼性は疑問」= SPEEDI、情報共有に課題 - 文科省（時事通信／7月27日）


  http://www.jiji.com/jc/c?g=soc_30&k=2012072700717


  ◆校庭・給食の放射線量基準「保護者へ配慮欠く」 文科省（日本経済新聞／7月28日）


  http://www.nikkei.com/article/DGXNASDG27031_X20C12A7CR8000/


  7月27日、文部科学省は東京電力福島第一原発事故後の文科省の対応や取り組みに関する検証結果をまとめ、報告書を公表した。検証内容は、（1）SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム）の活用・公表、（2）環境放射線モニタリング情報の収集・分析・公表、（3）福島県内の学校施設の利用基準、（4）学教給食の安全確保など。（1）のSPEEDIについては、「どの程度の信頼感を持って住民に情報提供できたか疑問だが、提供に意味がなかったと否定はできない」との見解を示した。（2）のモニタリングについては、福島県の緊急時モニタリングを支援したが連携が不十分であったとした。（3）の学校施設の利用基準と（4）学校給食の安全確保については、行政側の考えを伝えることに終始し、「保護者の不安に真摯に応える姿勢が十分ではなかった」ことを認めた。


  参考サイト：


  ・東日本大震災からの復旧・復興に関する文部科学省の取組についての検証結果のまとめ（第二次報告書）について - 文部科学省


  http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1323699.htm


  



  ◆「帰還困難」町民の95％ 大熊町、区域見直し案提示（河北新報／7月28日）


  http://www.kahoku.co.jp/news/2012/07/20120728t61025.htm


  福島県大熊町は7月27日、早期帰宅を目指す避難指示解除準備区域、帰宅までに数年かかる居住制限区域、帰宅に5年以上かかる帰還困難区域の3つの区域に再編する町独自の区域見直し案をまとめた。この再編案では、人口の95％が住む地域が帰宅困難区域に設定されている。帰還困難区域以外の2区域についても、町の機能や町民の生活が成り立たず、また町民間の賠償額に差がでないようにするため、町として5年間は帰還しない方針を議会に諮る見通し。


  参考サイト：


  ・町議会全員協議会への避難区域再編の説明について - 大熊町役場


  http://www.town.okuma.fukushima.jp/kuiki_saihen_201207.html


  



  ◆請求開始、めど立たず 東電の財物賠償 住民説明、事務作業が膨大（福島民報／7月25日）


  http://www.minpo.jp/news/detail/201207252673


  7月24日、東京電力福島第一原発事故による土地や家屋の損害賠償について、請求受け付け開始のめどが立っておらず、早くとも10月以降にずれ込む見通しであることがわかった。受け付けがの開始が遅れている理由は、損害賠償の対象が12市町村の最大6万4000件に上り、住民への説明や支払額の算定などに膨大な事務作業が生じるため。さらに、支払額の算出に必要な固定資産税評価額は、原則として土地・家屋の所有者しか閲覧できないことも、遅れの一因となっている。また、請求受け付けには避難区域の再編が条件とされていることから、未だ区域再編が進んでいない地域ではさらに遅れる可能性がある。


  



  ◆高浜原発再稼働発言、関電社長が釈明「思い伝わらず」（朝日新聞／7月27日）


  http://www.asahi.com/business/update/0727/OSK201207270175.html


  ◆関電会長が八木社長発言を追認 再稼働原発、「次は高浜」発言で（産経新聞／7月26日）


  http://sankei.jp.msn.com/economy/news/120726/biz12072618410012-n1.htm


  7月25日、関西電力の八木社長は、関西電力大飯原発に続く原発の再稼働について、「出力が大きく同じツインプラントの高浜3、4号機が最有力。優先的に再稼働に向け、国と調整したい」と述べた。この発言に対し、枝野幸男経済産業相は、「大変不愉快な発言だ」と批判し、「原子力に対する国民の不信を認識して行動することが重要」と述べた。一方、関電の森詳介会長は、八木社長の発言について「おかしいことは言っていない」と擁護し、「（高浜原発3、4号機は）大飯原発3、4に続いてストレステストが済んでいる」「安全が確認されれば動かしたいのは当たり前だ」と述べた。


  八木社長は7月27日、自身の発言に批判が集まっていることに対し、「原子力安全・保安院や新規制委の安全性評価が前提で、これに真摯に対応するということで、思いを十分お伝えできず、いろんな誤解を招いたことはまことに申し訳なく思っています」と陳謝した。しかし、発言そのものは撤回せず、安全確認を前提に原発の再稼働を改めて求めた。


  



  ◆再稼働、年明けまで不可能 志賀原発、「活断層」原子炉直下掘削へ（北國新聞／7月26日）


  http://www.hokkoku.co.jp/subpage/H20120726101.htm


  北陸電力は7月25日、北陸電力志賀原発1号機直下の断層が活断層である可能性が浮上した問題で、経済産業省原子力安全・保安院に断層の再調査計画を提出した。8月上旬から調査に着手し、来年1月末に最終報告する。そのため、志賀原発1号機、2号機が再稼働するとしても、来年1月末以降になる見通し。北電の久和進社長は、再調査の実施について「過去の安全審査で安全は確保されていると考えているが、徹底的に調査し、安全性を確認する」と述べた。


  津田大介のデジタル日記〔7月23日〜7月29日〕

  


  ツイッターでは書ききれない、いろいろな日常の記録やその時感じた思いをこちらに書いていきます。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。



  メディア・イベント出演、掲載予定〔8月2日〜9月2日〕

  


  この先のメディア・イベント出演、掲載予定です。★は今号から掲載された新規情報です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。



  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします。〔毎号配信〕

  


  こんにちは。メルマガスタッフでMIAU事務局長の香月です。今回は国際条約の話を2つ。


  



  ■ACTAが参議院外交防衛委員会を通過、衆議院へ


  まずこのコーナーで何度も取り上げているACTA（偽造品の取引の防止に関する協定）です。今国会で議論するといわれ、長く先延ばしになっていましたが、先日参議院の外交防衛委員会で議論が始まり、7月30日に委員会を通過しました。参議院本会議を通過したあと、衆議院でもシャンシャンで通過してしまうのでしょう。こんなことを言うのはMIAUとしても非常に情けないことでもあるのですが……。


  情報学者の山田奨治先生が国会の審議をご覧になっていて（山田先生は実は今アメリカにいらっしゃるんですが）、その議論をブログにまとめてくださっていますのでご紹介します。


  ACTA：参議院外交防衛委員会ダイジェスト（山田奨治 BLOG）


  http://yamadashoji.blog84.fc2.com/blog-entry-578.html


  これを読むと、やはり欧州議会でACTAが否決されたことはかなり影響を与えているようです。どの議員もACTAが欧州で否決されたことについて、政府の所感や責任を問うています。それから議論の中では、海賊版や偽造品についての質問はほとんどなく、主にインターネット規制の話がメインになっていることも見逃せません。「つまりはそういうことなんだな」という印象です。この委員会で否決されるとまでは期待していませんでしたが、反対意見すら出なかったことは非常に残念です。


  MIAUとしては、これまでずっとACTAに反対してきました。しかし、ACTAで規定されているほとんどの要求事項が、すでに著作権法改正などで実現してしまったこともあり、力不足は否めません。本当はACTAについても反対を議員に伝えるロビイングなどの活動も続けたかったのですが、リソースを割くことができず、ほとんど動けずに話だけが進んでいくという情けないことになってしまいました。正直悔しいです。ただ、世界的な反対運動のなかで、MIAUも代表者をACTAの東京ラウンドに送り、反対意見を述べたことで、最初の条文から、問題のある箇所をいくつかそぎ落とすことができたことはせめてもの救いかと思っています。


  次に来るのはTPP。これは国内で大きな話題になるはずです。農業や自動車分野が大きく話題になると思われますが、著作権などの知的財産分野についても議論されます。これ以上、ユーザの自由を過剰に損なう規制が増えないように動いていこうと思います。


  



  ■サイバー犯罪条約正式批准


  続いてはサイバー犯罪条約。国内法が整備されていなかったため、日本は批准を見送ってきたのですが、刑法及び刑事訴訟法の改正（いわゆるウイルス作成罪の創設）及び不正アクセス禁止法の改正により、批准する環境が整ったため、7月3日に正式批准となり、11月1日より日本においても発効されることになりました。


  サイバー犯罪に関する条約（外務省）


  http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/treaty159_4.html


  サイバー条約締結を閣議決定＝政府（ウォール・ストリート・ジャーナル 日本版）


  http://jp.wsj.com/Japan/Politics/node_467339


  ここでいうサイバー犯罪とは、不正アクセスや不正傍受といったネットワーク上での犯罪に限らず、コンピュータが介在する犯罪について、コンピュータを差し押さえたり、また証拠を保全する命令を国ができるようになります。条約内で重要犯罪とされている組織的殺人や薬物取引、集団密航や銃器取引に関する通信についても、傍受できるようになります。


  このサイバー犯罪条約によって、コンピュータ上にあるデータを犯罪の証拠として差し押さが可能になるというのが一番大きな問題です。たとえば著作権侵害をしている可能性があるという理由で、証拠としてパソコンを差し押さえることができてしまいます。しかも国際条約なので、締結国間でその要請を出せる。たとえばアメリカの捜査機関が日本の捜査機関の協力を経て、差し押さえを行うことも可能になります。


  これも運用のあり方が非常に重要です。正しく使用されれば有用なものですが、しかしきちんと監視をしていかないと、捜査機関の暴走も考えられます。国民が国家の運用をきちんとウォッチしてしていく必要があります。


  速水健朗の「本を読まない津田に成り代わってブックレビュー」《第24回》

  


  あまり本を読まない僕の代わりに、本好きで知られる編集者／ライターの速水健朗さん（@gotanda6）がおすすめの本を紹介する書評コーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。



  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第19回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕

  


  【7月23日〜7月29日の注目メルマガ（内容ピックアップ）】


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」／毎週木曜日／630円


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  サッカージャーナリスト・小澤一郎氏によるメルマガ。小澤氏は大学を卒業後、2年間の社会人経験を経てスペインへ渡った。バレンシアCFの練習をレポートしたブログが話題になり、本格的にジャーナリストとして活動を始めた人物だ。また、7月23日に行われたロンドン五輪1次リーグのモロッコ戦でゴールを決めた永井謙佑選手の恩師・乾眞寛監督（福岡大学サッカー部）へ取材（ http://sportsnavi.yahoo.co.jp/soccer/hs/other/text/201106160002-spnavi.html ）を行うなど、サッカーの指導的観点からの執筆に定評がある。当然、ロンドン五輪でも現地でU-23日本代表を取材しているのかと思いきや、取材パスが手に入らなかったためプライベート（新婚旅行!?）でU-23スペイン戦を観戦しに来ただけだという。それはともかく、小澤氏のサッカージャーナリストとしての提言は昔から一貫している。「日本のサッカージャーナリズムを成長させるためにはどうすれば良いか」。本来、記者は「選手育成のための改善点」を指摘すべき立場であるべきだが、日本のメディアは選手をチヤホヤする記事ばかりが目につく。果たして、このままで良いのか。こうした問題意識は、共感できる点が多い。


  ◆鏡リュウジのメールマガジン「プラネタリー夜話」／第2・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/kagami.html


  占星術研究家の鏡リュウジ氏によるメルマガ。私は占いはもちろん、神仏も信じていないので、オカルト的な文章にはこれまで距離を置いてきた。しかし、タロットカードの解説などは、読み物として純粋に楽しめる。7月23日に配信されたVol.025から「タロット実用講座」というコーナーがスタートした。第1回は「鏡流：愚者の読み方」となっている。タロットカードの絵柄として誰もが知っているウェイト・スミス版の「愚者」が、ビートルズの楽曲『フール・オン・ザ・ヒル』のポール・マッカートニーによる歌詞に影響を与えたのだという。また逆に、マッカートニーの歌詞が「愚者」の解釈に大いに役立っているというのだ。このあたりの解説には文学的なインスピレーションがあって非常に面白い。ちなみに、私が視聴しているアニメでも、タロットカードがたびたびモチーフとして登場する。最近では『氷菓』（ http://www.kyotoanimation.co.jp/kotenbu/ ）がそうだ。この作品で「愚者」に位置付けられているのは、ヒロインの千反田える（声優：佐藤聡美）。彼女の決め台詞「私、気になります」のかわいらしさはハンパないということを最後に付け加えておく。


  ◆週刊アカシックレコード／不定期／105円


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  小説家の佐々木敏氏によるメルマガ。タイトルに「週刊」と付けておきながら配信が不定期だったり、メルマガの構成が雑で読みづらかったりといった難点はあるが、やはり作家ならではのユニークな視点で書いたコラムは面白い。7月25日配信号で扱っているのは、日本プロ野球選手会による「第3回ワールド・ベースボール・クラシック不参加問題」。7月20日、日本プロ野球選手会が第3回WBCへの不参加を表明した。これは米大リーグ機構と大リーグ選手会が作った大会主催者WBCIが、参加チームのスポンサー料やグッズのライセンス料を独占することに反発しての決断。この問題が否定的な論調で報道されたことに対して、佐々木氏は日本人の深刻な「外交音痴」を指摘する。氏によると、「まず相手の嫌がることをしてから、交渉で相手の譲歩を引き出す」ことが交渉ごとの定石なのだ。そういった意味で、今回の不参加表明は定石通りなのだが、日本にはそれを理解しない人が多いと嘆く。なぜ、日本プロ野球選手会を非難するのか。なぜ、米国は譲歩しないと決めつけるのか。マスコミはしばしば日本政府の「弱腰外交」を批判するが、そもそも「交渉」の何たるかを知らないのはマスコミや国民のほうではないか。佐々木氏の指摘は当を得ていると思う。


  ◆辛坊治郎メールマガジン／毎週金曜日／315円


  http://magazine.livedoor.com/magazine/13


  フリーキャスターの辛坊治郎氏によるメルマガ。7月13日に配信された第76号の「最新メディア論」では、イベントにおける参加人数の主催者発表と警察発表、実数の関係を解説。辛坊氏によると、以前のマスメディアでは「主催者発表」のみを報道するのが主流だったが、2000年代に入って、沖縄で行われた反基地集会などで桁を1つ増やすような「サバ読み」が横行し、「警察発表」も並行して伝えられるようになったのだそうだ。こうした傾向を辛坊氏は好意的にとらえており、私も辛坊氏と同意見だ。ちなみに、7月16日に東京・代々木公園で行われた「さようなら原発10万人集会」は、主催者発表が「約17万人」、警察発表が「約7万5千人」となっており、ほとんどの新聞が2つの数字を並行で掲載していたと指摘している。なお、主催者発表は「サバ読み」をするのが当たり前と思われがちだが、消防法で定めれた会場のキャパシティーを超えて人が集まった場合などは、人数を少なく発表することもあるそうだ。


  ◆城繁幸のメールマガジン「『サラリーマン・キャリアナビ』★出世と喧嘩の正しい作法」／第2・第4金曜日／315円


  http://yakan-hiko.com/joe.html


  人事コンサルティング会社「Joe's Labo」代表取締役の城繁幸によるメルマガ。7月27日に配信されたVol.040のコラムでは、「どうして外資系企業って、同じ日本の労基法が適用されているはずなのにクビに出来るの？」という質問に回答している。その答えは「給与形態」にある。世界標準は「職務給」であり、この形態であれば「職務内容を限定して採用し、その職務を担えないことが明らかな場合の解雇は、解雇権濫用とはならない」という判例もあるのだそうだ。一方、日本では「職能給」が採用されている。この制度では、正社員は一種の「身分」に相当する。そのため、最初から職務を明確にして採用した外資とは異なり、簡単にはクビにできない。私はフリーランスなので、企業に対しては常にアウトサイダー的な立場を取っているのだが、使えない社員をどうすれば活かせるかで苦労してる経営者を見るたびに「大変だなぁ」と同情してしまう。


  【7月23日〜7月29日の注目メルマガ（スタイルレビュー）】


  ◆天木直人のメールマガジン／毎日（1日数通）／500円


  http://foomii.com/00001


  元外交官で作家の天木直人氏によるメルマガ。メルマガを読む限りでは、対米従属外交を批判するほか、原発再稼働にも否定的な立場を取る人物のようだ。「インターネット政党」の設立を目指し、津田大介氏との共闘も訴える。しかし、天木氏による有料メルマガの配信スタイルは、津田氏とは対照的だ。1回あたりのメルマガ本文は800文字程度だが、1日に2〜3回配信される。私は数多くの有料メルマガを購読しているが、こうしたシステムはほかにないのではないだろうか。天木氏の主張への賛否はともかく、記事のスタイルがほぼ一貫していて読みやすい。新聞などから注目すべき記事を見つけて引用し、「こういう見方ができるから○○はおかしい」といった具合にコメントをつけていく。筋は通っているので「批評」の基本スタイルを身に付けたい人にはオススメだ。


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」／毎週日曜日／525円


  http://www.mag2.com/m/0001336011.html


  経済学者の池田信夫氏によるメルマガ。2本の連載コラムと「Q&A」という構成になっている。なお、連載コラムの内訳は「今さら聞けない経済学」と「戦争する人間」。私は有料メルマガだけでしか池田氏の書く文章を読んでいないのだが、おそらく、そうした読み方は正しくないのであろう。たとえば、7月29日配信の「今さら聞けない経済学」は、「政策が手詰まりになると、政治家が中央銀行に圧力をかけるのはどこの国でも見られる現象ですが、彼らの話のほとんどは馬淵澄夫氏のようにナンセンスです」という文章から始まる。頭から追っていくと、馬淵澄夫議員の名前から池田氏のブログ記事「馬淵澄夫氏はなぜデフレと不況を混同するのか」（ http://ikedanobuo.livedoor.biz/archives/51797516.html ）へリンクするようになっている。無料で公開されている池田氏のブログなどを読んだうえで、さらに詳しい解説を知りたい人向けの有料メルマガという印象を受ける。


  ◆古賀茂明と日本再生を考えるメールマガジン／週1回／630円


  https://mall.ismedia.jp/category/select/pid/8767


  元経済産業省官僚で、現在は大阪府市統合本部特別顧問を務める古賀茂明氏によるメルマガ。特に連載コーナーなどはなく、数本のコラムを掲載するスタイルとなっている。元官僚という経歴を活かし、「官僚の手口」に対して手厳しい意見をぶつける論調が多い。そうした視点は非常に貴重だし、実際、読んでいて「なるほど！」と納得することは少なくない。それだけに「なぜ読者が限定される有料メルマガで書くのか？」という疑問がつきまとう。たとえば7月20日配信のVol.027では、山口県知事選挙に際して「若者には特に投票に行ってほしい」と訴えている。しかし、それは有料メルマガで訴えるべきことなのだろうか。有料媒体に掲載するコンテンツと、無料媒体で主張すべき意見が混在しているように感じてしまった。


  ◆佐々木俊尚の未来地図レポート／毎週月曜日／1000円


  http://www.pressa.jp/


  作家・ジャーナリストの佐々木俊尚氏によるメルマガ。本当に些細なことだが、7月2日に配信されたVol.200までは「佐々木俊尚のネット未来地図レポート」だったのが、7月9日配信のVol.201からは「佐々木俊尚の未来地図レポート」に変わっている。また、各コーナーのタイトルも変化しているのだが、内容に大きな変化はない。メルマガのメインタイトルは「特集」と銘打った短期連載型のコラム。ほか、佐々木氏が実践しているライフハックを紹介する「未来地図ライフハック」、米国のIT連記事を紹介する「英語キュレーション」、1週間の読むべき記事をリストアップした「未来地図キュレーション」、そして「未来地図ブックレビュー」「佐々木俊尚からひとこと」という構成になっている。個人的に便利だと思うのが「未来地図キュレーション」だ。佐々木氏が毎朝ツイッターに投稿しているツイートのまとめだが、1週間分をまとめてチェックできて意外に重宝する。また、メールという形式でアーカイブされるので、データベースとしても有用だろう。


  ◆田村耕太郎の「君はこんなワクワクする世界を見ずに死ねるか!?」／毎週月曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001374391.html


  元参議院議員の田村耕太郎氏によるメルマガ。7月23日配信のVol.032から、タイトルが「君はこんなワクワクする世界を見ずに死ねるか！？」に変わった。たぶん同名の自著『君は、こんなワクワクする世界を見ずに死ねるか！？』（マガジンハウス）（ http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4838724462/tsudamag-22 ）の宣伝が目的なのだろう。ちなみに、以前のタイトルは「政財界ぶっちゃけグローバルトーク」だったので、わりと大胆な変化だったといえる。内容は「Q&A」以外に決まったコーナーはなく、数本のコラムが掲載されているスタイル。実際に読んでみると「○○という偉い人に話を聞いてきた」で始まり、結論は「だから日本の教育制度や政治はダメだ」「海外に行け」と結論づけることが多い。海外志向の強い学生が読めば、背中を押された気分になることは間違いない。


  【廃刊メルマガ情報】


  ◆オトナオタク有料版／毎週水曜日／315円


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ブログ「Something Orange」（ http://d.hatena.ne.jp/kaien/ ）の管理人・海燕氏によるメルマガ。7月18日に配信されたVol.20にて、8月いっぱいでの終了を発表。しかし、7月25日に配信されたVol.21では、やはり7月いっぱいで終了すると撤回し、その号が最終号となった。近く新しい有料ブログ＆有料メルマガを再開するとのこと。注目したい。


  【あとがき】内容の紹介とレビューが雑然としてきたので、「内容ピックアップ」と「スタイルレビュー」を分けることにしました。読者の皆さんが読みやすいと感じてくれるとうれしいのですが、少なくとも私が書きやすくなったのは確かです。特に、内容がそれほど面白いとは思えないメルマガでもスタイルを紹介しやすくなったので、これまで取り上げてこなかったメルマガにもどんどん触れていきたいですね。私が面白いと感じるメルマガの紹介だけだと、どうしてもマンネリ化してしまうので……。もちろん、つまらないメルマガだと揶揄する意図はありません。とはいえ、批判的なレビューをしたメルマガが、ある日突然購読メルマガのリストから消えてたら、そういうことです。お察しください。


  【7月23日〜7月29日の購読メルマガ】


  



  《毎日・週複数回配信》


  ◆天木直人のメールマガジン／毎日（1日数通）／500円


  http://foomii.com/00001


  ◆ゲンロンサマリーズ／毎週火曜日・金曜日（第5週は除く）／420円


  http://genron.co.jp/


  ◆ザ・ヨコハマ・エクスプレス／週2回（オフシーズンは週1回）／500円


  http://yokohama-ex.net/


  ◆J3+（メルマ）／特殊（ほぼ毎日）／630円


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆NEWSを疑え!／毎週月曜日・木曜日／1000円


  https://sriic.org/index.html


  ◆バーバラ・アスカの「ミリタリーのコネタ」／毎週火曜日・木曜日・土曜日／315円


  http://www.mag2.com/m/0001447190.html


  



  《毎週配信》


  ◆家入一真のメールマガジン「生け贄スタイルの理論と実践」／週1回／735円


  http://yakan-hiko.com/ieiri.html


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」／毎週日曜日／525円


  http://www.mag2.com/m/0001336011.html


  ◆井戸実のブラックメルマガ／毎週水曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」／毎週木曜日／630円


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  ◆オトナオタク有料版／毎週水曜日／\315


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ◆黒田勇樹が働かずに生きていくためのメルマガ「黒田運送（便）」／毎週木曜日／105円


  http://www.mag2.com/m/0001367290.html


  ◆黒田勇樹編集 日本一馬鹿なメルマガ「黒田運送（便）ハイパー」／毎週土曜日（第5週は除く）／525円


  http://www.mag2.com/m/0001455170.html


  ◆GELマガ／毎週木曜日／525円


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆古賀茂明と日本再生を考えるメールマガジン／週1回／630円


  https://mall.ismedia.jp/category/select/pid/8767


  ◆小寺信良の「金曜ランチボックス」／毎週金曜日（第5週は除く）／630円


  http://yakan-hiko.com/kodera.html


  ◆後藤勝公式メールマガジン・トーキョーワッショイ!Z／週1回／525円


  http://tokyowasshoi.jp/


  ◆佐々木俊尚のネット未来地図レポート／毎週月曜日／1000円


  http://www.pressa.jp/


  ◆週刊isologue／毎週月曜日／840円


  http://biz-spice.jp/public/detail/1008/1008/


  ◆週刊金融日記／毎週日曜日／840円


  http://yakan-hiko.com/fujisawa.html


  ◆ジョン・キムメールマガジン「媚びない人生の作り方」／毎週水曜日／630円


  http://yakan-hiko.com/kim.html


  ◆辛坊治郎メールマガジン／毎週金曜日／315円


  http://magazine.livedoor.com/magazine/13


  ◆高城未来研究所「Future Report」／毎週金曜日／840円


  http://theory.ne.jp/takashiro/


  ◆田村耕太郎の「君はこんなワクワクする世界を見ずに死ねるか!?」／毎週月


  曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001374391.html


  ◆西部謙司メールマガジン／毎週水曜日／771円


  http://www.mag2.com/m/0001264412.html


  ◆ビジネス知識源プレミアム／毎週水曜日／630円


  http://www.mag2.com/m/P0000018.html


  ◆プチ鹿島の思わず書いてしまいました!! ／週1回／680円


  http://www.webdoku.jp/premium/merumaga/page/kashima.html


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話／毎週火曜日／840円


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  ◆マキタスポーツの「週刊自分自身」／週1回／680円


  http://www.webdoku.jp/premium/merumaga/page/makita.html


  ◆松尾スズキの【のっぴきならない日常】／毎週金曜日（第5週は除く）／525円


  http://yakan-hiko.com/matsuo.html


  ◆メルマガNEWSポストセブン／毎週金曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001389911.html


  ◆やまもといちろうのメールマガジン「人間迷路」／毎週月曜日（第5週は除く）／735円


  http://yakan-hiko.com/kirik.html


  ◆結城浩の「コミュニケーションの心がけ」／毎週火曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001491850.html


  



  《隔週配信・月2〜3回》


  ◆内田樹のメールマガジン「大人の条件」／第2・第3・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/uchida.html


  ◆大竹真の「こちら現場です!」／10日・25日／420円


  http://www.mag2.com/m/0001553390.html


  ◆鏡リュウジのメールマガジン「プラネタリー夜話」／第2・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/kagami.html


  ◆城繁幸のメールマガジン「『サラリーマン・キャリアナビ』★出世と喧嘩の


  正しい作法」／第2・第4金曜日／315円


  http://yakan-hiko.com/joe.html


  ◆スタパ齋藤の「モノ・コト」欲望マガジン／第2・第4木曜日／420円


  http://magon.impress.co.jp/writer/stapasm001.html


  ◆報道カメラマンは静かに国境を越える／不定期／500円


  http://garagephoto.net/


  ◆本田雅一のモバイル通信リターンズ／第2・第4木曜日／525円


  http://magon.impress.co.jp/writer/hondamm001.html


  ◆若林理砂のメールマガジン「鍼灸師が教える一人でできる養生法」／第2・


  第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/wakabayashi.html


  ◆岩上安身のIWJ特報／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001334810.html


  



  《不定期配信》


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆宇都宮徹壱公式メールマガジン「徹マガ」／月4回／735円


  http://tetsumaga.com/


  ◆虚構新聞友の会会報／不定期／630円


  http://www.mag2.com/m/0001556730.html


  ◆週刊アカシックレコード／不定期／105円


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  ◆藤巻幸大「1％の人生」／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001492770.html


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」／不定期／630円


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  



  ※このコーナーでは、新たに購読するメルマガを募集しています。「このメルマガが面白いよ」という情報提供や、「このメルマガ気になるんだけど、レビューを読んでから決めたい」というご要望はツイッター @sammy_sammy までリプライをお寄せください。


  



  ▼渡辺文重（わたなべ・ふみしげ）


  1973年生まれ。福岡県北九州市出身。フリーランス編集者/ライター。有限会社ブンヤ取締役。パソコン雑誌のライターを経て、2003年に有限会社ブンヤ設立。携帯サイトの企画、運営、編集、執筆などを行う。主な分野は、サッカー、ゲーム、アニメなど。


  ツイッターID:@sammy_sammy


  プレゼントコーナー

  


  読者プレゼントのコーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。



  ネオローグユニオン

  


  僕のアシスタントの香月啓佑（@kskktk）と小嶋裕一（@mutevox）によるオフトークです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。
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